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目的： 

一般的に胎児の発育には胎盤が大きな役割を果たすことが知られていますが、金属元素（カドミウム、鉛、水銀、セレ

ン、マンガン）が胎盤重量へ与える影響については未解明です。本研究では、妊娠中の母体血中金属濃度と出生時

の胎盤重量の関連を検討することを目的としました。 

 

 

方法： 

本研究では、双子などの多胎妊娠の妊婦や妊娠中に病気を発症した妊婦を除いた 73,005 組の母子のデータを使用

しました。胎盤重量は日本人の標準値に対して重いか軽いかについて、Z スコアと呼ばれる指標を用いて評価し、妊

婦の血中金属濃度と胎盤重量の関連について解析を行いました。 

 

結果： 

血中カドミウム濃度が最も低いグループに比べて、最も高いグループでは、胎盤重量が標準値よりも重い例が有意に

多くみられました（オッズ比：1.126、95％信頼区間：1.074-1.180）。血中マンガン濃度についても、最も低いグループに

比べて最も高いグループで、胎盤重量が重い例が多くみられました（オッズ比：1.247、95％信頼区間：1.191-1.305）。

対照的に、血中セレン濃度については、最も低いグループに比べて最も高いグループでは、胎盤重量が重い例が少

ないという結果でした（オッズ比：0.820、95％信頼区間：0.783-0.859）。鉛、水銀の血中濃度は胎盤重量の間には関連

はみとめられませんでした。 

 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究では、母体の血中金属濃度と胎盤重量の関係を検討しました。カドミウム、マンガン、セレンなど胎盤重量に影

響を及ぼす金属がある一方、鉛や水銀のように影響を与えない金属がある可能性が示されました。本研究の限界とし

て、周産期の状態を考慮できていないこと、血中金属濃度に影響を与える可能性のある要因に関する詳細な情報を

得られていないこと、金属同士の相互作用を解析していないことなどがあり、今後さらなる研究が必要です。 

 

結論： 

母体の血中金属濃度と胎盤重量にとの関連は、金属の種類や血中濃度に応じて異なることが示されました。カドミウ

ム、マンガンは血中濃度が高いと胎盤重量が重い例が多く、血中セレン濃度が高いと胎盤重量が重い例が少ないこ

とが示されました。鉛、水銀の血中濃度と胎盤重量との間には関連はみられませんでした。 


